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地域の概要 三島ブロック

三島二次医療圏

人口（高齢化率）

高槻市 34.6万人（29.3％）

島本町 3.1万人（28.1％）

茨木市 28.5万人（24.6％）

摂津市 8.6万人（25.8％）

特徴

公的医療機関がない

特定機能病院と民間病院
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事業所の概要

学校法人 大阪医科薬科大学

大阪医科薬科大学訪問看護ステーション

2015年開設

2019年度より

教育ステーション事業を開始

ステーション理念である

「在宅医療を支える人材育成」

本事業を通して地域で実践

大阪医科薬科大学訪問看護ステーション



2024年度 教育ステーション事業目標

1）地域の看護職および介護等に携わる多職種に向け、人生会議

（ACP）研修を行い、人生会議（ACP）支援人材の育成ができる。

2）地域の訪問看護ステーション管理者等と運営・管理についての

勉強会を行い、適正な事業運営を支援できる。

3）運営・管理の勉強会を通じて、個別相談としてコンサルテーション

事業、管理者の体験研修を活用できる。

4）地域住民に対して健康寿命延伸、人生会議（ACP）の啓発活動が

できる。
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１）6月8日 人生会議（ACP）支援実践人材育成研修（地域の多職種対象）

      大阪医科薬科大学看護学部 講義室 目標 50名 ／ 実参加 55名

研修事業 集合研修
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１）6月8日 人生会議（ACP）支援実践人材育成研修

研修後アンケート結果

他の職種の方の視点を知ることができて、自分にない思考があり、勉強になった。

ロールプレイで本人、家族、医療者それぞれの視点で考え、ACPの進め方の難しさと
大切さを学んだ。

死に方会議ではなく生き方会議であるということ、実際の場面で「待つ」ということ
の大切さを学んだ。

研修事業 集合研修
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２）9月28日 運営規程、重要事項説明書について学ぶ（訪問看護ステーション対象）

   大阪医科薬科大学訪問看護ステーション会議室 目標 20名／実参加 20名

研修事業 集合研修
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３）11月22日 訪問看護オンライン請求・オンライン資格確認情報交換会

 配信方法：ZOOM 目標 30名／ アンケート回収 18名

研修事業 集合研修以外
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7月16日 「人生会議」～わたしが大切にしたい事を伝えよう～

（高槻市日吉台東地区対象） 高槻市磐手公民館 参加者 59名 （60～９０歳代）

府民への相談支援事業
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訪問看護体験研修事業
１）看護業務

目標 3名／実績 27名 （看護学生3名、病院勤務看護師24名）

プログラム オリエンテーション：施設概要、個人情報保護、感染対策など

講義：訪問看護のしごと、地域包括ケアシステムについて

同行訪問：2～3件

研修の振り返り：医療機関や多職種連携について

２）管理業務

目標 1名／実績 1名（訪問看護ステーション管理者 協会未加入）

プログラム オリエンテーション：施設概要、個人情報保護、感染対策など

講義：管理業務、保険制度、訪問看護のしくみ、保険請求、

勤務表作成、訪問スケジュール、人材育成、教育計画

見学：事業所内カンファレンス

講義：地域包括ケアシステム、医療介護の連携の現状と課題

訪問看護の役割、地域活動
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電話FAX相談 Q＆A事業

大阪医科薬科大学訪問看護ステーション

受付曜日・時間：月曜日～金曜日 9：00～16：00

広報方法：郵送（医療機関、行政、地域包括支援センター、

           ケアプランセンター、協会非加入訪問看護事業所）

MCS（協会加入の地域の訪問看護ステーション）

目標件数 3件 ／ 実件数 5件

相談内容：報酬改定関連 3件、指示書 1件、物品提供 1件



コンサルテーション事業 対面サポート

大阪医科薬科大学訪問看護ステーション

目標件数 1件 ／ 実件数 1件

サポート内容：

①運営管理：運営指導事前準備資料の作成、運営規程、

重要事項説明書、訪問看護計画書、訪問看護記録など

法令遵守した介護給付の適正についてコンサルテーション

②人材育成：組織理念に基づいた教育理念の明文化、

教育体制、教育計画、教育内容についてコンサルテーション

効果：管理経験が少ない管理者にとって、現状の振り返りができ、

 今後取り組むべき課題が明確化できた



その他 地域活動

大阪医科薬科大学訪問看護ステーション

1）7月19日 感染症対策研修（地域多職種向け）

「感染経路と種類第5類感染症とは？」 オンライン研修

2）10月19日 高槻市薬剤師会研修

「地域包括ケアシステムの深化と推進 求められる薬剤師在宅訪問」 ハイブリッド研修

3）10月29日 高槻中央地域包括ケアマネジャー連絡会

「人生会議（ACP）研修」 集合研修

4）11月14日 喀痰吸引等第3号研修修了者

「フォローアップ研修」 集合研修

５）11月19日 高槻市西大冠地域住民勉強会

「人生会議～わたしが大切にしたい事を伝えよう～」 集合研修

６）12月17日 高槻市中央地域住民勉強会

「感染対策」 集合研修



協力ステーション ７事業所
１）北摂総合病院訪問看護ステーション（高槻市）広報、研修運営サポート

２）高槻みらい訪問看護ステーション（高槻市）広報、研修運営サポート、訪問看護体験研修

３）訪問看護ステーション愛仁会高槻 （高槻市）広報、研修運営サポート、訪問看護体験研修

４）みどりケ丘訪問看護ステーション（高槻市）広報、研修運営サポート

５）訪問看護ステーションかすたねっと（高槻市）広報、研修運営サポート

６）訪問看護ステーション島本（島本町）広報、研修運営サポート

７）すずね訪問看護リハビリステーション（茨木市）広報、研修運営サポート、電話相談

大阪医科薬科大学訪問看護ステーション

協力ナース 4名
１）認定看護管理者（大阪医科薬科大学訪問看護ステーション）コンサルテーション、電話相談、研修講師

２）訪問看護認定看護師（大阪医科薬科大学訪問看護ステーション）コンサルテーション、電話相談

３）特定行為修了看護師（大阪医科薬科大学訪問看護ステーション）コンサルテーション、研修講師

４）老人看護専門看護師（大阪医科薬科大学看護学部）コンサルテーション



事業全体の効果

教育ステーション事業は当事業所の「質の高い訪問看護の提供と人材育成」という理念に合致し、

地域での教育的役割を発揮するという事業目標を、教育ステーション事業を通して実現できている。

教育ステーション事業6年目を迎え、地域の多職種や医療機関、行政からも教育ステーションとして

の認知が定着し、研修企画提案についても協力が容易に得られ、研修講師依頼が増加している。

今年度の人生会議（ACP）実践人材育成研修は地域の多職種を対象としたため、地域の訪問看護

ステーションのELNEC修了者やACP支援ナース等を中心に、ファシリテーターを選出した。

地域の多職種が協働して人生会議（ACP）を支援することの重要性を再確認できる機会となり、

教育ステーション事業を通して、地域包括ケアシステムの構築や人材育成に大きく貢献できている

ことを実感することができた。
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次年度の課題
研修参加の申し込みは協会加入で管理者会などに出席しているステーションが

多く、管理者会への出席の少ないステーションや協会非加入のステーションからの

研修参加が少ない状況にある。

新設の訪問看護ステーションが増える中、管理者研修未受講の管理者も多いため、

興味や関心が高い運営や管理についての研修を企画し、コンサルテーションや体験

研修を通じて協会加入や管理者研修の重要性を進言し、地域の訪問看護の質向上

を目指していきたい。また、多くのステーションが協力、協働ができる地域づくりを

推進していきたい。
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